

























条件付きの脅し状況（individual contingent threats situation）と呼ばれる。提携による異議を許容す
る場合は，提携による条件付きの脅し状況（coalitional contingent threats situation）という。
　Chwe (1994)は，個人による条件付きの脅し状況と提携による条件付きの脅し状況に，遠視眼的
な安定性（farsighted stability）の概念を応用し，戦略形ゲームにおける遠視眼的に安定な帰結として，





























非空な有限集合 をプレイヤーの集合とする。各プレイヤー に対して，非空な集合 を
プレイヤー の戦略集合とする。各プレイヤー に対して，帰結の集合 上に定義さ
れた実数値関数 をプレイヤー の利得関数とする。ここで， は実数の集合である。プ









レイヤーの集合 の非空な部分集合 を提携と呼ぶ。提携 が帰結 に対して帰結 と異議
を唱えるとは，提携 に属さない任意のプレイヤー に対して， であるときをいう。こ
のような異議を と表記する。各提携は，その提携に属さないすべてのプレイヤーが戦略を変
更しないという条件を付けて，脅しをかけることができる。
帰結 と提携 に対して， と表記する。帰結 と帰結
と提携 に対して，すべての に対して であるとき， と
表記する。
帰結 が帰結 を間接支配するとは，帰結の点列 と提携の点列









る。内部整合性：任意の ，任意の ，任意の に対して， ならば，
が存在して， あるいは ，かつ， である。外部整合性：任意の
に対して， と が存在して， であり，任意の に対して，














とおくと， かつ である。任意の に対して， なら















Chwe, M.S.-Y. (1994). “Farsighted coalitional stability,” Journal of Economic Theory 63, 299-325.
Greenberg, J. (1990). The Theory of Social Situations: An Alternative Game-Theoretic Approach, Cambridge University 
Press.
Masuda, T. (2002). “Farsighted stability in average return games,” Mathematical Social Sciences 44, 169-181
